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研究成果の概要（和文）：　本研究では、マウス小腸オルガノイド細胞を大腸組織へ異所性に細胞移植する技術
を核とした研究を展開した。その結果、小腸細胞を大腸に移植した手術後にもマウスが致死的とならない手術手
技と術後管理法を確立し、長期間経過後にも移植片が解析できる手法が確立できた。本法を用いて、蛍光標識し
た培養小腸上皮オルガノイド細胞を大腸に移植した際の分子発現変化や、組織学的変化などを解析することがで
きた。

研究成果の概要（英文）：My research group first described that mouse colonic epithelial organoids 
can regenerate colonic epithelia when transplanted. By extending this study, we have shown that 
various types of intestinal epithelial organoids, such as those derived from fetal and adult mouse 
small intestines, can regenerate the intestinal epithelium in vivo. In this research proposal we 
have further shown the methodology of open abdominal surgery to replace epithelial tissues of 
various parts of the mouse colon with epithelial organoids obtained from different parts of 
intestines. By employing this, we have been able to investigate the changes in gene expression 
patterns and the histology of ectopically-grafted intestinal epithelial cells, which may provide 
valuable insights into how intestinal epithelia preserve their lineage-specific characteristics 
throughout isolation, organoid culture and grafting processes.

研究分野：消化器病学、再生医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大腸上皮を異なる上皮組織に置換する本研究の試みは、元来均一である組織内に周囲と異なる組織を生着させ機
能させる技術開発として先進性がある。また、小腸の物理的欠損で引き起こされる小腸機能不全に対し、大腸機
能を改変し治療する新しい再生医療コンセプトにつながる点で重要である。今後は、大腸の一部にたとえばある
種のホルモン産生機能を付加するなど、全く新しい医療技術開発につながる可能性を秘めた有意義な研究であっ
たと考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
申請者は、これまでの腸上皮研究過程において、腸上皮幹細胞移植で大腸組織再生が可能であ
ることを明らかにした（Nat Med 2012）。またこの移植技術の応用により、胎生期小腸上皮由
来細胞移植によっても大腸組織再生が可能であること（Cell Stem Cell 2013）、さらには、成
体小腸上皮由来細胞も大腸組織へ移植可能であること（Genes Dev 2014）を示した。特にこの
成体小腸上皮細胞移植の成果は、2 つの重要な知見を提示した。ひとつは、成体由来小腸細胞
が胎児小腸上皮とは大きく異なり、大腸という異所においても長期にわたり小腸形質を維持す
ることにある。この事実は、胎生期には未獲得で、その後の発生・発達過程で完成する臓器特
異性決定機構が上皮内因性に存在することを示すものであった。もうひとつは、本研究で新し
いレシピエントマウスモデルを新規に作成したことにより、「生きたマウスの任意の大腸上皮を
改変できる可能性」を見いだした点にある。本研究はこれらを背景とし、「大腸上皮の生体内エ
ンジニアリングによる大腸機能改変技術」をさらに進めることを目指して開始した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では「上皮置換による大腸機能改変」が動物モデルで確立できる可能性を検証するた
めに、(1) 新しい大腸上皮傷害マウスモデルを作成し、(2) ここへの細胞移植を試み、さらに(3) 
ここに作成した新規大腸移植マウスモデルを利用する応用研究をおこなうことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1) 新しい大腸上皮傷害マウスモデルの作製 
以下の点に特に留意し、任意の大腸部位に細胞移植が可能となるマウスモデル確立を図る。 
◉ 大腸上皮剥離後もマウスを生存可能とする手術技術確立 
◉ 大腸内の異なる部に確実に上記傷害を作成する技術とすること 
 
(2) 新規大腸傷害マウスモデルへの細胞移植実験 
(1)で作成した大腸傷害モデルへの腸上皮幹細胞移植実験を試みる。 
種々のタイプの腸上皮細胞を培養して増やし、(1) の大腸上皮傷害モデルに安定して移植生着
させる条件を検討する。 
 
(3) 新規大腸移植マウスモデルを利用する応用研究 
(1) および (2)で確立するマウスモデルを組合せ、複数の研究プロジェクトを展開した。第一
には、異種細胞を大腸内に生着させる技術を利用した上皮細胞解析を進めた。ここでは、マウ
ス大腸内に限局的に様々な異種細胞を移植生着させることにより、上皮の増殖・分化に及ぼす
上皮内因性因子あるいは外因性因子の関与を解析した。第二には、大腸上皮の小腸化により小
腸機能欠損の補完技術に結びつける基礎解析をおこなった。このために、遠位小腸切除による
新しい短腸症候群モデルマウスを作成した。 
 
４．研究成果 
 
 「新しい大腸上皮傷害マウスモデルの作製」と「新規大腸傷害マウスモデルへの細胞移植実
験」では、大腸の任意の部位で限局的に粘膜傷害を作成する手法を確立した。マウスの開腹下
に、大腸内腔へチューブを挿入した上で、致死的とならず大腸上皮を剥離することが可能とな
った。さらに、腸壁の開口部を閉鎖し、閉腹した後、本手術後のマウスが長期にわたって観察・
評価しうることも明らかとなった。さらに、本法で上皮剥離をおこなった大腸組織へ種々のオ
ルガノイド細胞を移植した結果、移植細胞が生着しうることも確認できた。さらに、この手術
条件が、近位・中位・遠位など、異なる大腸領域に応用可能であることを確認した。これまで
にすでに、移植細胞細胞を注入する際の条件を変えると生着向上が得られることなど、新規の
知見を見いだした。さらに本研究では、異なる部位の小腸組織から準備し、これを近位大腸へ
移植することで形成される移植片において、小腸由来の細胞が、移植先の近位大腸の環境にお
いても固有の表現型を維持するとの興味深いデータが得られつつある。 
 また、「新規大腸移植マウスモデルを利用する応用研究」では、慶應大学・佐藤俊朗博士と共
同研究をおこない、本研究で開発・確立した大腸上皮傷害モデルを用いてヒト大腸細胞をマウ
ス大腸に生着させる実験に成功した。その結果、ヒト大腸上皮の Lgr5 分子発現細胞が長期に
わたる自己複製能および多分化能を有する幹細胞であることや、ヒトとマウスにおける腸上皮
増殖の相違などを明らかにした。 
 一方、大腸上皮の小腸化により小腸機能欠損の補完技術に結びつける基礎解析においては、
75%の遠位小腸を完全切除する短腸症候群モデルマウスを新規に作成し、その性状を解析した。
その結果、本モデルが致死的な小腸機能欠損を示すことがわかり、今後の研究で小腸化大腸に
よる小腸機能補完作用を評価するために有用であることを明らかにできた。 
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